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〔2011 年 1 月 11 日受理〕 

 

日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」）では、世界各国からの研究者・技術者

等の受入の拡大等を目指すべく国際拠点化を推進している。平成 22 年度から、国際拠点化

をさらに推進するべく「国際拠点化推進委員会」の設置を予定しているが、同委員会にお

ける審議検討を実り多いものとするため、海外の研究機関の先進的な国際拠点化の取組状

況を把握すべく、平成 22 年 2 月に欧州調査を実施した。調査対象は、CERN（欧州原子核

研究機構）、カダラッシュ ITER 建設サイト、ラザフォード・アップルトン研究所（RAL）

である。 

本報告書は、それぞれの施設における国際拠点化戦略、研究者・技術者等の受入れ及び

管理、研究環境、居住環境・福利厚生、広報活動・地域との共生、に関して取りまとめた

ものである。 
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Japan Atomic Energy Agency (JAEA) is promoting initiative to form an international 

Center of Excellence in line with its aim to accept more researchers/engineers from all 

over the world.  Establishment of “the Committee for JAEA Internationalization 

Initiative” was planned in 2010 so as to intensify this initiative, and in February, 2010, 

we visited research institutions in Europe, which include European Organization for 

Nuclear Research (CERN), the construction site of ITER in Cadarache, and Rutherford 

Appleton Laboratory (RAL), with the intention to survey and learn their advanced 

activities and systems in regard to the International Hub, so that the committee will be 

able to make fruitful discussion.    

 

This report describes strategy taken in each institution for an International Hub, and 

the state of each institution regarding acceptance and management of overseas 

researchers and engineers, research environment, living environment/health and 

welfare, and PR activities/coexistence with the local community.  
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はじめに 

 

日本原子力研究開発機構（以下、「原子力機構」）では、世界各国からの研究者・技術

者等の受入の拡大等を目指すべく国際拠点化を推進している。平成 22 年度から、国際拠点

化をさらに推進するべく「国際拠点化推進委員会」の設置を予定しているが、同委員会に

おける審議検討を実り多いものとするため、海外の研究機関の先進的な国際拠点化の取組

状況を把握すべく、平成 22 年 2 月に欧州調査を実施した。調査対象は、CERN（欧州原子

核研究機構）、カダラッシュ ITER 建設サイト、ラザフォード・アップルトン研究所（RAL）

である。 

本報告書は、それぞれの施設における国際拠点化戦略、研究者・技術者等の受入れ及び

管理、研究環境、居住環境・福利厚生、広報活動・地域との共生、に関して取りまとめた

ものである。 

 

 

 

調査方法 

 

 今回、各研究機関へ国際拠点化に関する状況を調査するにあたっては、訪問時間も限ら

れていることから、効率的に調査が実施できるよう事前に調査者及び国際部内において検

討の上、調査項目表を作成し、現地担当者にインタビュー及び現地調査後のフォローによ

り、これらの項目について取りまとめを行った。国際拠点化については、その範囲も戦略

や環境整備、広報活動など多岐に渡るため、本文中にすべて記載していない部分もある。

適宜、調査項目表を参照の上、本文を読み進めていただきたい。 

 なお、本報告書の巻末には、調査の際に撮影した写真も併せて掲載しているので、それ

も参考にしていただきたい。 

 

 付録１：調査項目表（CERN） 

 付録２：調査項目表（ITER） 

  付録３：調査項目表（RAL） 
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１．CERN（欧州原子核研究機構） 

CERN（Conseil Européen pour la Recherche Nucléaire、英語名：European 

Organization for Nuclear Research）は、1954 年に欧州 12 か国の国際的研究機関として

設立された。CERN は、ジュネーブ郊外のスイスとフランスの国境にまたがって立地して

おり、素粒子法則や現象を大型ハドロン加速器（Large Hadron Collider、LHC）などを用

いて探求することを目的としている。CERN を利用する高エネルギー物理などの研究者は、

世界各国から年間累計で 9,000 人を上回り、日本からも大学、研究機関（KEK）等から多

くの研究者が国際協力により参加している。 

CERN の正規職員は、2007 年現在で 2,544 名であり、そのほとんどが CERN 加盟国か

ら採用されている。非加盟国からの採用は 13 名である。正規職員以外では、フェローが 276

名、協力研究者が 371 名、学生等 194 名で、これらがいわゆるスタッフである。 

 

１．１ 国際拠点化戦略 

CERN においては、ヨーロッパ地域を中心とした 20 か国の加盟国の代表で構成された評

議会（CERN Council）が、諮問機関である Finance Committee 及び Science Policy 

Committee の助言を受け、最高意思決定機関として、運営方針を決定し、研究計画・予算

を管理している。評議会は、研究開発面とともに財務面でも長期的な戦略を決定する。ま

た、所長の直下には 2 人の副所長（サイエンス担当、財務担当）を配置し、研究面の充実

だけでなく、そのための戦略的な施設投資等の財務運営を行っている。 

CERN は既に世界有数の国際的な研究拠点として確固たる地位を保っているが、委員会

及び所長をはじめ所内では、そのポテンシャルを保つための設備投資等に関して計画的に

年次展開を図り魅力的な研究機関にする取組を継続的に行っている。具体的には、研究環

境だけでなく研究者の家族等が充実した環境で過ごせなければ世界中から優秀な研究者は

集まらないとの考えから、受け入れ環境を整備すべく、研究施設の新設や改修だけでなく、

宿舎や食堂といった施設についての投資も積極的に行っており、その傾向は近年大きくな

っている。 

また、CERN では設立当初から国際的な研究機関として国籍の制限は設けておらず、NPT

非加盟国からのユーザーの受入れも行っている。現在、スタッフは 20 か国の加盟国及び 39

か国の非加盟国で構成されているが、その規模についてもさらに拡大していく計画である。 

 

１．２ 研究者・技術者等の受入れ及び管理 

研究者・技術者等の受入れ・管理に関しては、所長直属のセクションとしてユーザーズ・

オフィスを設置し、他の関係部署との調整も含めその役割を担っている。入構に必要な ID

は、職員だけでなくその家族への発給も認められていることから、職員やユーザーが家族

と共に構内を歩いている姿がよく見られる。 
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人事的な取組としては、CERN のホームページに「e-recruitment」というページを設け、

学生のインターン募集を積極的に進めるとともに、卒業して間もない学生に対するアプロ

ーチを行い、優秀な人材の獲得を目指している。 

CERN においては ACCU（Advisory Committee of CERN Users）という CERN 

Management とユーザー代表との議論の場を設置している。その場では、年 4 回、ミーテ

ィングが開催され、宿舎や所内公用車（レンタカー）、語学トレーニング等の生活におけ

る様々な問題について話し合われるとともに、それらの問題を解決するための検討委員会

の委員を選出し、より実効的な組織となっている。 

 

１．３ 研究環境 

 CERN には、LHC 計画 ATLAS（A Troidal LHC Apparatus）実験、COMPASS（COmmon 

Muon and Proton Apparatus for Structure Spectroscopy）実験、ASACUSA（Atomic 

Spectroscopy and Collisions Using Slow Antiprotons）実験、OPERA（Oscillation Project 

with Emulsion-tRacking Apparatus）実験等々、多くの実験サイトがある。これらの中で

も最大規模を誇る ATLAS 実験には年間約 2,000 人のユーザーが参加している。ATLAS ユ

ーザー用の建物は 5 階建てで、中央部分が巨大な吹き抜けになっている斬新なデザインで

ある。ユーザー用の居室は各階に配置されており、1 階の中央部分には喫茶コーナーが設置

されていて、軽食やコーヒー等を楽しみつつ研究者同士が会話する姿が見られる。各建屋

には、ミーティングルームが設置されており、ユーザーは、Web で部屋の予約が可能であ

る。 

 CERN コントロールセンター（加速器制御室）は、広い空間で様々な制御機器を扱う担

当者が頻繁に出入りしたり、移動したりすることから、声や音が室内で反響しないよう配

慮されている。また、部屋の構造に関しても、天井を高くし、また窓を大きくすることに

より、圧迫感を感じないよう工夫が施されている。 

 多拠点間の会議を行うために、「インディコ会議システム」が整備されている。このシ

ステムは、コンファレンス予約、ビデオ会議予約、電話会議予約、コンファレンストーク、

論文ドラフト掲載、論文のアーカイブ、等々に使用することが可能である。海外のサイト

からのコメント書き込みも可能である。 

基本的にすべて Web 上のサイト等を通してサービスの申し込みを行うことができる。例

えば、ユーザーが ID 及びアカウントを取得し、アカウントにあらかじめディポジットを入

金しておけば、実験に必要な資材を CERN の調達部門へ直接購入依頼することができる。

また Web 上では、宿舎、提携の周辺アパート、ホテルの賃貸・宿泊予約が可能なほか、ユ

ーザー同士が車や日用品などを売買できる掲示板やチームごとでの会議や過去に発表した

資料等が閲覧できるページなどもあり、研究環境は非常に充実している。 
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１．４ 居住環境・福利厚生 

 住居に関しては、CERN の Web サイトに不動産情報が掲載されているので、各人がアク

セスして自ら申し込むのが基本である。トラブルが発生した場合のサポート体制もある。

Web サイトには、このほか、地域の情報、会話学校の情報、観光情報等が紹介されており、

また、リンクも設けられている。 

 CERN の中には、銀行、郵便局、売店、保健センター、旅行会社がある。また、サイト

内のサッカー、ラグビー等のスポーツ施設、スポーツジム、クラブ等の施設も利用可能で

ある。 

 CERN には、CERN 及び職員組合が運営する託児所及び幼稚園があり、27 名のスタッフ

で対応している。託児所は、2 歳から受け入れ、また幼稚園は 2 歳半から受け入れている。

学童保育のための施設はない。送迎バス等のサービスは提供しておらず、保護者が児童の

送り迎えをする。これらの施設は、CERN 以外の家庭の児童も受け入れてはいるが、CERN

関係者を優先させている。また、保育園などが満員の場合には、フランス側の地域に住ん

でいる CERN 関係者には、それぞれの地域の保育園等に関する情報を提供して便宜を図っ

ている。 

食堂では子供連れでも食事をすることができるようプレイルームを備えていたり、親子

同士の交流プログラムがあるなど、研究者の家族にまで配慮した環境整備が進められてい

る。 

 

１．５ 広報活動・地域との共生 

CERN では、研究の大きなテーマとして、未知の領域の研究としてビッグバンのメカニ

ズムやヒッグス粒子の発見に向けた研究、またそれらの研究に使用する加速器や検出器の

開発を掲げているが、自分たちの研究を一般の人々に理解してもらうには、まず科学に対

する理解醸成・基盤作りが必要との考えから、立地地域や国外（イギリス、メキシコなど）

において事業説明会の実施や、次世代の研究者を育成するべく、学生向けや若手研究者へ

の研修プログラム、また学生を育てる教師に対しての研修プログラムを企画している。 

若手研究者向けプログラムとしては、CERN 高エネルギー物理学スクール、CERN コン

ピューティングスクール、CERN 加速器スクールがある。また、学生向けプログラムとし

ては、サマースチューデント・プログラムとフェロー制度がある。 

サマースチューデント・プログラムでは、物理、工学、コンピュータを専攻する大学（ま

たは大学相当機関）に 3 年以上在籍している学生を対象として、夏季の 6～12 週間、レク

チャープログラムとワークショップを実施する。参加者は CERN の監督のもとに実際にプ

ロジェクトを行い、生活費が CERN から支給される。なお、日本は、2004 年からこのプロ

グラムに出資しており、日本人学生も毎年 5 名参加している。なお、日本人参加者の応募

手続等の支援及び内容審査は KEK が行っている。国際的な研究環境を肌で感じることがで

き、インターンシップ的な意味合いもあり、参加者からは好評のようである。 
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教師向けプログラムとしては、物理学を教える国内外の高校教師を対象にした CERN 教

師スクールがあり、日本からも参加者がある。 

広報の面では、CERN をより身近に感じてもらおうと、若者がよく利用する You Tube

に代表される無料動画サイトにプロモーションビデオを投稿したり、ツイッターといった

新しいツールを利用して実験の情報を発信するなどの取組を行っている。また、地域住民

等の理解を深めるためには、定期的な施設公開を実施しており、毎週土曜日にはツアーを

開催している。 

一般見学や要人の訪問は、VIP オフィスに申し込むことになっている。VIP オフィスは、

訪問予定者の目的等に応じて、各部署とスケジュールの調整を行う他、訪問中必要な対応

者の確保、会議室の予約や茶菓子の配膳等について各部署にトップダウンの形で指示を出

し準備を進める。（資料４－１、２を参照）これは、職員の方の話を聞くと、ホイヤー所

長のユーザー獲得に向けた対外的戦略の表れの一つであるということである。 

CERN においてはジュネーブ市のウェルカムセンターと協力し、住居や教育に関する支

援を行ったり、外国人が地域に溶け込めるようにイベントの企画や情報の提供を行ったり

している。 

研究機関の発展はその地域のまちづくり・都市計画にもプラスの効果を及ぼしており、

現に CERN では、ユーザーの増加に伴い、サイトを拡張する構想があり、そのための施策

としてジュネーブ中央駅からのアクセスをさらに容易なものとするべく、トラムを延伸す

るための工事が予定されている。また、サイト内には、自治体の長期貸付によって建設さ

れたユーザー用の宿舎などもある。 

 

参考資料： 

 付録４－１：VIP オフィスから各部署に出される指示書 

  付録４－２：実際に訪問者へ配布されるアジェンダ 
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２．カダラッシュ ITER 建設サイト 

 ITER 計画は、核融合実験炉を実現しようとする超大型国際プロジェクトであり、現在、

2019 年頃の運転開始を目指して、日本、欧州連合（EU）、ロシア、米国、韓国、中国、

インドの七極により進められている。 

 ITER 工学設計活動（EDA、1992-2001 年）では、設計に基づく技術開発を、日本、EU、

ロシア、米国が分担して行い、設計は、国際チームが中心となって行われた。その結果、

2001 年 7 月、建設に必要な技術的準備は完了した。EDA の後、建設が開始されるまでの

間、EDA で得られた成果を維持するとともに、設計を深めるために、ITER 移行措置（ITA）

の活動として、国際チームの作業サイトが原子力機構那珂核融合研究所とドイツのガルヒ

ンクにあるマックスプランク・プラズマ物理研究所に設置され、作業を進めた。ITA では、

2005 年に、フランスのカダラッシュに ITER の建設サイトが決定されたのを受けて、那珂

とガルヒンクの作業サイトは 2006 年末に閉鎖され、2005 年末に開設されたカダラッシュ

の作業サイトに一本化された。その後、2007 年 10 月に ITER 協定が発効したのを受けて

ITA は終了し、ITER 計画の建設期が開始された。（以上、JAEA／ITER／HP より） 

  

２．１ 国際拠点化戦略 

 ITER 計画は、2009 年 3 月に ITER 建設予定サイト主要部分の整地（約 42 ヘクタール）

とともに、トカマク建屋、トリチウムプラント等の設計が完了し、これからマルセイユ市

近くのフェス港から資材をサイトへ搬入するための道路など建設に伴う周辺施設等を整備

していくところである。ITER 機構では、今後、ITER サイトにおける各建屋等の建設が本

格化するのに伴い、各極で分担している調達部分同士の調整等が円滑に進むよう、事務部

門及び研究開発関係部門の連携をさらに強化していくとのことである。 

また、2010 年 2 月現在で、ITER 機構では七極から約 550 名（人員比率：EU67％、日

本 7％。ロシア 6％、米国 6％、韓国 5％、インド 5％、中国 4％）の職員が勤務している。

ITER 機構としては、現在滞在している各極からのスタッフがカダラッシュサイトに定着し

てもらえるように、生活環境の整備等に取り組んでいるところである。特に、職員の子女

の教育に関しては、定着する上で重視すべき点の一つとなっており、国際学校（「２．４ 

居住環境・福利厚生」参照）の設立とそれに伴う教育内容の充実については、今後さらに

力を入れていくとのことである。 

 

２．２ 研究者・技術者等の受入れ及び管理 

 ITER 参加各極は、Visiting Researcher を ITER 機構に派遣することができる。この場

合、派遣経費は派遣元が負担することとなっている。ITER 機構としては、研究者の受入れ

に関して、国籍による制約・区別は行っていない。また、モナコ・ITER ポスドクフェロー

シップ制度があり、各極から博士課程修了研究者 5 名を受け入れている。これら研究者の

滞在期間は 2 年間であり、ITER 機構職員としての待遇を受ける。 
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 各極からのスタッフ（ITER 機構スタッフ、ITER 機構及び国内機関からの受注業者スタ

ッフ、研修生等）の受け入れサポートに関しては、ウェルカムオフィスチームが担当して

いる。このチームは 6 名で構成されており、このうち 1 名がフランス語プログラムを担当

している。同チームの予算は、フランス政府（CEA、教育省）より拠出されており、人件

費・サービス経費を含めて年間 200 万ユーロ（約 2.2 億円）である。今後、スタッフの増

員が見込まれているが、現時点で既に問い合わせ対応に遅れが生じている面がある。この

ため、迅速かつきめ細かな対応ができるようシステムなどを改善していくこととしている。

なお、現在は ITER 機構本部と CEA カダラッシュ研究所内に人員が分かれているが、今後

建設が進み、スタッフが一か所に集まるようになればサービスの向上が図れると予想して

いる。 

 EU 圏外からのスタッフ受入れの場合、ウェルカムオフィスから「Security File」が送付

され、これに必要事項を記入して必要書類と共に返送する。その後、「Invitation Letter」

が送付され、これをもとに自国のフランス大使館にビザ申請を行うことにより「ITER visa」

を取得することとなる。 

 ITER スタッフとその配偶者は、ウェルカムセミナーというオリエンテーションに参加し、

安全、保険、医療、地域の支援団体、文化的活動、ウェルカムオフィスの内容などについ

て説明を受ける。2008 年 10 月からこれまでに約 600 名がウェルカムセミナーを受けた。 

今後、ITER 施設の本格着工に向け、受注業者も含めてさらなるスタッフの増員が予想さ

れることから、ウェルカムオフィスでは対応強化に取り組んでいるところであり、ITER 機

構としては、スタッフが地域にスムーズに溶け込み定着できるよう、ハード（国際学校や

宿舎等）及びソフト（生活全般や教育サービスの向上）面で環境整備を進めていく計画で

ある。 

 なお、ITER サイトの本格着工までの期間、暫定的なウェルカムオフィスが置かれている

CEA カダラッシュ研究所は、軍の研究も行っているため、厳重な警備態勢が敷かれている

が、外国人来訪者に対しても、事前申請がなされていれば、警備所にて比較的短時間で顔

写真入りのパスが発行されるなど、スムーズな対応がとられている。 

 

２．３ 研究環境 

 居室の利用に関しては、受入れ身分による区別は特に設けていない。ITER 機構内には図

書室が設置されており、就業時間中は自由に利用が可能である。また、各建屋にミーティ

ングルームが設けられているほか、フリースペースが設けられており、各極からの研究者

等が自由にディスカッションする姿が見られた。 

 

２．４ 居住環境・福利厚生 

 ITER 機構が所有する宿泊施設は無いが、住居に関しては、検索から契約、電気・ガスの

申込み手続まで、ウェルカムオフィスがサポートする。ウェルカムオフィスは、月曜日か

ら金曜日までの 8：00～17：30 の間に受け付けている。毎週火曜日には市役所の担当者が
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来所し、諸手続に対応している。2006 年の設立時からこれまでに 1,200 人以上のサポート

実績がある。住居のサポートには、①フルサポート（家探しから契約、電気・ガス等のユ

ーティリティ関係の手続）、②家探しのみ、③家を既に自分で探した者に対するその後の

サポート、の 3 種類があり、状況に応じて選択することができる。 

 地元の保育園では、3 歳児から 5 歳児まで預けることができ、最初の 2 年間は、週 24 時

間のうち半分を母国語、半分をフランス語で教育する。3 年目では、各教科のうち 1 日 2

時間以上はフランス語での授業を受けることが義務付けられている。 

 2009 年に ITER 機構スタッフのための国際学校が、近隣のマノスクにマノスク市をはじ

めとした 6 つの周辺自治体の拠出（10 年間で約 50 億円）により設立された。国際学校は

ITER を構成する七極に合わせて、7 つのセクションに分かれており、保育園から高校まで

対応している。国際学校という名称ではあるが、使用言語は、英語・ドイツ語・イタリア

語・スペイン語・日本語・ヒンディー語・ロシア語である。また、オンデマンドによる School 

Transport（送迎サービス）をウェルカムオフィスが提供している。 

国際学校では、10 歳までの生徒（保育園児及び小学校低学年生）には、給食業者によっ

てそれぞれに応じた食事が提供される。小学生中学年以上については、食堂を利用するが、

何種類かのメニューが用意されている。 

ITER 機構スタッフのためのフランス語講座が、カダラッシュサイト及びエクサンプロバ

ンスにて提供されている。退勤後に参加できるよう、夜のコースもあり、人数制限はなく、

最低限のレベル（C1）までは無料である。 

 ITER 機構スタッフは、カダラッシュ研究所のスポーツ施設が利用できる。地域の情報に

関しては、ウェルカムオフィスが情報を集めて、ホームページに掲載している。また、オ

リエンテーションに際して、各人から E-メールアドレスを登録してもらい、メーリングリ

ストによってイベント情報を提供している。ウェルカムオフィスは、2007 年より Cultural 

Program と称するイベントを提供しており、カダラッシュ周辺の 6 つの地域を対象に、小

旅行を企画している。この企画には、これまでに計 18 回、約 420 名の参加者があった。 

警察や病院といった必要最低限の情報については、文書として新任者に提供している。

また、事故等が起こった時の対応や連絡先等を記述した「緊急時対応要領」が作成され、

配布されている。 

各極からのスタッフに対しては、前述のとおり、フランス政府から、初級レベルまでの

フランス語講座の無料受講などのサービスがあるものの、言葉のハードルは高く、宿舎の

確保や電気・水道・ガスなどの各種手続にはウェルカムオフィスの支援が必要な場合も少

なくない。ウェルカムオフィスでは、スタッフから、問い合わせや支援要請があればでき

る限り早く対応できるように努力しているが、6 名での対応では限界があるため、今後は、

さらに迅速にそしてきめ細やかなサービスが提供できるようにシステムなどを改善するこ

ととしている。 
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２．５ 広報活動・地域との共生 

 ITER 機構長又はその代理者が参加する定期的な地域との会合がある。ここで、地域とは、

カダラッシュ地域及びその周辺地域を指し、カダラッシュ地域に関しては、自治体の長を

招待することにより意思疎通を図っている。一方、フランス国内のすべての原子力施設に

は、Local Information Commission があり、それらの場でも、それぞれの地域社会に対し

て ITER 計画に関する情報を紹介している。 

 見学者や視察者の対応は、ITER 機構広報又は ITER 機構のフランス国内機関である

Agence ITER France が窓口となっている。 
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３．ラザフォード・アップルトン研究所 

ラザフォード・アップルトン研究所（Rutherford Appleton Laboratory：RAL）は、欧

州最大級の総合科学研究機関（STFC）が所有する研究所の中でも最大級の研究施設で、英

国オックスフォード近郊にある。RAL は、ISIS 加速器施設、「第３世代」放射光施設（通

称「ダイヤモンド」、2007 年から運転開始）、大強度レーザー施設等を所有し、物性研究、

高エネルギー物理、天体、宇宙物理、コンピュータ科学など幅広い研究分野で世界第一線

の研究を行っている。また、RAL には、日本の理化学研究所のミュオン施設（理研 RAL）

が設置され、さまざまな研究が行われている。同施設では、ISIS 加速器から供給される陽

子ビームを利用し、表面ミュオン、崩壊ミュオンともに世界最高強度のパルスミュオンビ

ームを提供しており、この大強度のミュオンビームを用いてミュオン触媒核融合の研究や

ミュオンスピン共鳴法を用いた物性研究などが活発に進められている。1995 年から延べ

570 名の利用者がミュオンを使った幅広い共同研究を展開している。 

 

３．１ 国際拠点化戦略 

 RAL においては、その運営母体である STFC が立地するイギリスだけでなく、積極的に

各国と協力協定等を締結することにより、多額の資金獲得に成功し、継続的な投資を可能

にしている。現在、建設中の 2nd target station の資金約 2 億ポンドは、イギリス政府の他

にスペイン、イタリア、オランダの協力により調達しており、今後も科学の変革とともに

計画に沿って 1～2年で機器を新しくする継続的な投資戦略とそのための国際協力を進めて

いくこととしている。このほか、オーストラリアや米国等との協力がある。 

  

３．２ 研究者・技術者等の受入れ及び管理 

 ISIS においては、 Users’ Committee という委員会を組織し、施設の運営全般に関して

ユーザーの意見を吸い上げ、受入れ環境の質の向上に努めている。 

外国人研究者は、様々なプログラムを利用している。例えば、カナダには、2 か月の滞在

プログラムがあり、イスラエルには、1 年の滞在プログラムがある。一方、RAL は、「公

募型実験プログラム」を実施しており、広く外国人研究者を受け入れている。同プログラ

ムにおける派遣費用は、派遣機関が被派遣者に支給する。 

 研究者の受入れ・管理に関しては、英語が使用言語となっており言葉のハードルが低く、

個人でも各種情報を入手することが容易であることに鑑みて、特に積極的な情報提供は行

わず、入所時にユーザーオフィスに提出するフォームに記入し、必要なサービスの提供を

受ける合理的なシステムが採られている。（資料５を参照） 

 フォームには、ビジターの基本情報、ＩＤカード、フィルムバッジ、実験室の利用、居

室・実験室での必要なもの（机、電話、コンピュータ）、コンピューターアクセスのユー

ザーＩＤ、飛行機の手配、空港までの移動、宿泊施設、電話、水、電気、テレビ、ガス等

の希望を記入する。 
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 ユーザーオフィスは、4 名のスタッフで構成されている。外国人研究者のサポート体制で

問題になっていることは特に無く、時に問題があっても速やかに解決しているとのことで

ある。 

 受入れ手引きのような印刷物は作成していないとのことであるが、ビジターやユーザー

が分からないことや問題があれば、直接、ユーザーオフィスとコンタクトを取って解決し

ている。 

 実験を行う外国人研究者は、火災時の対処方法、緊急システムの使用方法など基本的な

事項について教わり、3 か月以上の滞在の場合には、職員と同じ安全研修を受けている。被

曝管理は職員と差異はない。 

 理研 RAL のホームページもあり、施設の概要・利用方法、最新情報、現在行われている

研究、ビームタイム、アクセス等についての情報が提供されている。また、実験・利用の

申込み、施設利用に関する要領の入手、寒剤・標的試料の情報の入手、航空券・宿舎の申

込みがホームページ上でできる。スタッフの写真やレストランガイドなども英語と日本語

で表記され、ミュオン施設利用者に対する完全なバックアップがされている。理研からは、

事務職員 1 名が駐在しており、RAL との窓口になっている。研究員は 11 名で、1 名が現地

採用の職員、その他は日本からの長期出張者である。 

 

３．３ 研究環境 

 ビジター、ユーザーの研究指導は RAL の各研究室が行っている。ビジター用居室も現在

割当てようとしているとのことである。 

情報管理に関しては、膨大な分量のガイドラインがあり、情報にアクセスしようとする

者はこれらを理解しなければならないが、理研 RAL や各研究室のスタッフがポイントを指

導しているとのことである。 

理研 RAL では、効率よく実験を行うため、必ずスタッフが一緒についている。 

図書館はビジター等も利用でき、就業時間後も利用できる。 

ユーザー等の機器の持ち込みは、セーフティ手続をし、審査を受けることで可能になる。 

会議室が 15 か所、コーヒールームなどもある。 

 

３．４ 居住環境・福利厚生 

 宿舎の確保については、ユーザーオフィスが研究者と貸主の仲介をし、各種手続をすべ

て代行してくれるため、容易に入居・退去することができ、身元保証や貸主とのトラブル

などの心配をすることなく利用することができる。 

 短期滞在者用には、専用宿舎（60 室）がサイト内に併設されており、部屋数は現在増築

中で 120 室にまで増える予定である。また、第 2 段階としてさらに 60 室増やし、180 室に

する構想もあるとのことである。宿舎には、食堂の中に研究者同士がスヌーカー（玉突き）

などをしてくつろぎながらディスカッションが行えるスペースが設けられている。また、

この宿舎の他にサイトから車で 20 分程離れたアビンドンという町に宿舎がある、ここでも
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短期・長期のユーザーの受入れを行っている。なお、宿舎の運営は日本同様競争入札によ

る委託契約（契約期間は、基本的に 3 年間～5 年間）によって行われている。 

食堂のメニューは英語のみで、宗教に配慮した特別メニューは無いが、種類は豊富で、

ベジタリアンにも対応しており、価格も手ごろである。 

職員の子弟を対象とした保育施設が、サイトに隣接して設置されている。また、サッカ

ー場やバスケットボール場などのスポーツ施設はビジター等も利用でき、クラブ活動にも

参加できる。 

 英国では、英国籍の人であれば、待ち時間はかかるものの、基本的に公立の医療機関を

無料で受診できるため、職員は、公立若しくは緊急の場合は私立の医療機関を訪れる場合

が多いが、RAL では、各国からの研究者のために、簡単な治療ができる医療設備を併設し

ている。 

 ネットでの住宅情報の提供や自家用車のサポートは行っておらず、傷害保険、損害賠償

保険はユーザーやビジターが各自手続きを行っている。 

健康診断は、職員のみが対象で、ユーザーやビジターは、来訪前に受診する必要がある。

カウンセリングサービスの対象も職員のみであるが、ユーザーやビジターがメンタル上の

トラブルを抱えている場合には、柔軟に対処するつもりとのことである。 

 

３．５ 広報活動・地域との共生 

 RAL では、研究等に関する専門的な内容のため、地域の方々が研究に対して関心がなく

なる若しくは否定的になるのを避けるために、新規の計画を立ち上げる場合には、その策

定メンバーとして地域の方々にもメンバーとして加わっていただき、共同で研究を通した

地域発展推進者として地域を巻き込む取り組みも行っている。また、隣接する 3 つの研究

所とともにローカル・リエゾン・コミッティ（地域連絡委員会）という組織を作り、各研

究機関対地域（自治体・住民）ではなく、この委員会を通して（3 カ月に 1 回住民説明会を

開催）新規研究施設建設や（放射性）廃棄物の処理等の計画について説明を行い連携して

地域理解に努めている。 

また、地域住民等の理解を得るための取組として、定期的に施設見学会を行っている。

また、最近、スタッフ＆ファミリーデイを開催し、スタッフの家族・友人も施設見学をし

た。 

 各地でのイベント情報等については、ユーザーオフィスからユーザー等に案内しており、

地元とのつながりを持てるようになっている。 

 

参考資料： 

 付録５：ユーザーが入所時に提出するフォーム 
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４．まとめ 

本調査にて得られた知見を元に、今後、原子力機構が国際拠点化に向けた検討において

取り組むべき事項を以下にまとめる。 

 

（１）国際拠点化戦略 

CERN、RAL ともにユーザー獲得を重要課題として捉え、ユーザーに直接接する部署だ

けでなく、各管理部門の職員がユーザーのことを念頭に置いて様々な取組を行っている。

また、両機関ともに、最先端の研究施設を維持するべく、計画的・継続的な設備投資戦略

を持っている。 

原子力の COE として外国から多くの優秀な研究者が集まる「魅力的な研究施設」を有す

る研究機関にするためには、最先端の研究施設を維持するとともに、施設の汎用性が求め

られる。 

 

（２）研究者・技術者等の受入れ及び管理 

 各機関に共通して、組織として一本化した受け入れ窓口（ユーザーズオフィス）を持っ

ている。 

 原子力の COE を目指すには、ユーザーのニーズを把握し、そのニーズに対して迅速に対

応することが、より快適な生活環境実現のために不可欠である。 

 

（３）研究環境 

CERN で整備しているネット会議のシステムやネット上で閲覧可能な研究データベース、

職員だけでなくユーザーにも簡単に利用可能な物品調達システムなどは研究生活を飛躍的

に向上させるものとなっている。 

これらシステムの構築及びそのためのシステムデザイナーの育成も国際拠点化にとって

重要な要素である。 

 

（４）居住環境・福利厚生 

 研究者にとってその研究機関で研究をする上で、そこでの研究の充実も重要であるが、

同行する家族の生活環境や教育環境の充実も重要な要素である。さまざまな要望に適切に

対処してくれるユーザーズオフィスの存在や宿舎の快適さ、託児所や国際学校の設置など

は、研究者が自分の研究の拠点をどこに置くか検討する上で大きなポイントである。CERN、

ITER、RAL 各サイトにおいても、ユーザーの獲得、研究者の定着を促すものとして、生活

環境及び教育環境の整備は大変重要なものであり、重点的に取り組むべき課題としている。 

 日本のような欧米と文化的背景が異なる環境下において、今後さらに外国からの研究者、

特に長期で滞在する研究者を獲得するためには、これらの施設整備への投資が不可欠であ

る。 
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（５）広報活動・地域との共生 

「魅力的な研究施設」であることを国内外の多くの研究者に周知するためには、研究機

関で行われている研究や技術開発の内容・成果を発信することが不可欠である。CERN、

ITER、RAL それぞれ様々な方法で情報発信を行っている。 

研究機関が国際化を促進していくためには、研究機関自体が魅力ある研究施設や生活環

境を整えるとともに、研究機関が立地する地域の環境も重要である。ユーザー委員会での

議論の詳細や改善事例、また地域との連携による都市計画の内容、地域の具体的なバック

アップなどについても今後調査を進めていく必要がある。 
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おわりに 

 

今回調査した各研究機関は、数年先、数十年先を見据えて着実に行動しており、人員や

予算の削減などの問題を抱えつつも、スタッフが高い意識を持ち一丸となって国際拠点化

に取り組んでいる姿が見られた。 

原子力機構においても、将来にわたって、原子力分野における COE として世界で確固た

る地位を保つためには、国際拠点化を着実に進めるという強いメッセージを発信し、予算

の確保や地域の支援を得ることをはじめとした具体的で目に見える形での対応が急務であ

る。 
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大項目 小項目 番号 項目 記入欄

国際戦略
継続的な投
資戦略

1-1

CERNは現在、加速器分野をはじめ世界最高峰の研究機関としてその地位
を確立している。研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、継続的
な投資戦略のために行っていること（施設のスペックアップ、新規施設の建
設、広報等）はあるのか。

国際協力の
活用等

1-2
研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、プレゼンの維持、アップ
のための手段として国際協力を有効活用しているような例はあるのか。

受入れ・管理
（人事、安
全、情報、セ
キュリティ）

職員構成 2-1-1
職員の構成はどうなっているか。
（ＥＵ圏内又は米国以外のアジア・中東などの国からの職員の構成比はどう
なっているか）

職員数2,544人、20カ国（加盟国）95%
＋非加盟国5%（2007年現在）

受入れ身分
の種類

2-2-1

原子力機構では、職員以外にも客員教授や研修生などの形で、世界各国・
地域からの研究者の受け入れを行っている。貴研究所では、各国からの研
究者の受け入れについてどのような制度があるか。それぞれどのような特徴
があるのか。また、それぞれの制度ではEU圏内からの研究者の受け入れと
比べて受け入れ条件などの違いなどはあるか。

正規職員、フェロー276名、協力研究
員371名、学生等194名、ユーザー66
カ国から9,974名（2007年末）

2-2-2
北朝鮮の研究者なども受け入れていると聞くが、ＮＰＴ未加盟国、国連制裁
対象国等の国籍を有する研究者の受入れに対して制約は何もないのか。

制約はない。

受入れ窓口 2-3-1

世界各国・地域からの研究者の受け入れのサポートを行うユーザーズオフィ
スがあるとると聞いているが、その規模（スタッフの数、年間予算）はどのくら
いか。
また、ユーザーズオフィスのHPがとても充実しているが、運用にかかる予算
はどのくらいか。

7人。ユーザースオフィスができる前
はたらい回しであったが、今はWebで
統一し、Webを強化し、何でも分かる
し、何でもできる。まず、①ユーザー
登録し、②コンピューターアカウントを
もらう。コンピューター（Web)からいろ
いろな申請ができる。現在はパスワー
ド1つでいろいろ対応できるように統一
された。（買い物リクエスト、アクセスリ
クエスト、セルンドキュメントサー
バー、インディコ等）

2-3-2 外国人研究者のサポート体制で課題となっていることはないか。
ユーザーズオフィスの人員削減、
ユーザー増、ＷＥＢ強化。

2-3-3
ユーザーズオフィスに寄せられた要望、課題についての取り扱いはどうか
（各部署と協議し、その後の運営に反映させているか？）。

研究所のユーザーズ会（理事長直
結）ＡＣＣコミッティ、アドバイザリーセ
ルンコミッティ（いろいろな国の人が委
員）はCERNでの生活を快適にするた
めの議論をする。年４回(家族の労働
ビサなんとかしてほしいと要望あり）

2-3-4

ＥＵ圏外等の受け入れ対象者以外の家族等のビザ取得（在留資格取得）の
際、CERNではサポートサービスを行っていないと聞いているが、身元保証を
研究所にして欲しいとのリクエストはないか。また、研究所が身元保証を行
わない場合は、個人が厚意によって保証人になっているのか。

家族も含めてユーザーズオフィスに
送付、それぞれの外務省とCＥＲＮが
手続きしてくれる。

受入れ手引
き書類

2-4-1 それぞれの身分の方を受入れる手引書類等は整備されているのか。 Ｗｅｂページ上に掲載している。

オリエンテー
ション

2-5-1
オリエンテーションはどのような内容でどれくらいの時間行っているのか、
STAFFは何人で対応しているのか、またどれくらいの人を受け入れているの
か。

安全管理 2-6-1
各国・地域からの研究者に対して、入所にあたっての安全研修(放射線取扱
安全講習など）はあるか。

権利、義務 2-7-1
受入れ身分により権利や義務に差異はあるのか。明文化されたものがある
のか。

差異なし。

手当 2-8-1
各種手当（教育手当等）は、EU圏内と他の国（または受入れの制度）によっ
て差異はあるか。

ケースバイケース。発展途上国につ
いては、補助している。

各種保険 2-9-1 ユーザー等の傷害保険、損害賠償保険は契約条項等に入っているのか。 入るときに文書に書いている。

付録１　調査項目表（CERN）

すべてのユーザーが受けなければな
らないBasic　Ｓａｆｔｙ　Ｔｒａｎｉｎｇ。　アク
セスする場所に応じて、作業（クレー
ン、特殊車両運転等）に応じて、
CERNが提供するＴｒａｎｉｎｇを受けなけ
ればならない。Webで申し込み。

20カ国の加盟国の代表で構成された
運営委員会が最高意思決定機関とし
て、運営方針を決定し、研究計画・予
算を管理している。委員会及び所長を
はじめ所内では、そのポテンシャルを
保つための設備投資等に関して計画
的に年次展開を図り魅力的な研究機
関にする取り組みを行っている。具体
的には、研究環境だけでなく研究者
の家族等が充実した環境で過ごせな
ければ世界中から優秀な研究者は集
まらないとの考えから、受け入れ環境
を整備すべく、研究施設の新設や改
修だけでなく、宿舎や食堂といった施
設についての投資も積極的に行って
おり、ホイヤー現所長の意向などもあ
り、その傾向は近年大きくなってい
る。
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国際機関とし
ての優遇措
置

2-10-1 職員の処遇の面で、国際機関としての優遇措置はあるのか（免税措置等）。
所得税の免除措置あり（スタッフの
み）。ユーザーに対してはない。

組合加入の
可否

2-11-1
労組はあるか。それぞれの受入れ身分の方は、組合にどれくらいの割合で
加入しているのか。

スタッフ全員加入。（昨年１２月年金問
題でストライキ）

健康管理 2-12-1 短期の受け入れ者、研修生等の健康診断は行っているのか。
スタッフは行っている。ユーザーは自
分で行う。

2-12-2
スイス国籍若しくはＥＵ圏内とその他の国々から研究者に対して医療・福祉
面での違いはあるか（研究者（又はその家族）が病気になった場合のサポー
トは、また、英語等で説明してもらえる診療所などのサービスがあるか）。

診療所あり。何かあれば、電話番号
4444でポンピエ（消防約１００人）へ連
絡。

2-12-3
メンタルヘルスケアのサポートは行っているか。大学のチューター制度のよ
うなものはあるか。

人事部門で心理学者を雇っている。

被曝 2-13-1
被曝管理について、それぞれの受入れ身分の方と職員とでは差異はないの
か。

差異なし。被曝管理もデータベースと
繋がっている。ユーザーの必要なト
レーニング、申し込み、結果もＷｅｂで
行う。

情報管理 2-14-1
それぞれの受入れ身分に応じた情報管理はどのように行っているか。
手引き、教育、コンプライアンス教育、機器の管理、持ち出し・持ち込み時の
対策、USBメモリー等の管理。

コンピュータ使用ルールあり。コンプラ
イアンス教育なし。

2-14-2 受入れ身分に応じてどのようなアクセス権限を与えているのか。

短期（１,２日）の人もユーザーが保証
人で瞬時にネットワークにつないでく
れる（約１０分）。ユーザーが不便を感
じることがない。ビジターカードの保証
人もユーザーである。
立場、役割に応じた権限がある。（コ
ラボレーションのメンバーでないと見
れないWｅｂページはある。）１つのパ
スワードで共通の認証システム。
書類も部屋の予約もＷｅｂで行う。
インディコ会議システム：会議予約、ビ
デオ会議予約、電話会議予約。コン
ファレンストーク、論文トラフト、アーカ
イブいろいろなことに使用。日に20-
30の会議有。英国でも米国でも皆が
みてコメントが書ける。それぞれの人
ができるようにしてある。（臨機応変の
対応可）自分で計画して自分でやりた
いツールである。
組織会計もコンピュータで行ってい
る。
５年前のトークもみることができる。
ＫＥＫも導入している。
家族も含めてアクセス権限を与えて
いる。
ＩＴデパートメントが開発：3-4人のチー
ム

知財管理 2-15-1
受入れ身分に応じて、特許、発明等、知的財産の管理はどのようにしている
のか。

知的財産はすべて公開。

立ち入り禁止
区域設定

2-16-1 受入れ身分に応じて、立ち入り禁止区域の設定はあるのか。
身分ではなく、トレーニングの受講状
況に応じて決められる。

研究環境整
備

居室、実験
室、計算機利
用

3-1-1
それぞれの受入れ身分で、居室、実験室、計算機利用はどのように割り振
られているのか。

居室等、それぞれの責任者と交渉す
る。

図書館利用 3-2-1
図書館の利用時間はどのようになっているか。
それぞれの受入れ身分でも図書館利用は可能か、制限はないのか
また、利用状況はどうなっているのか。

ユーザー等も利用できる。制限なし。
時間外でも利用できる。

実験機器の
調達

3-3-1 ユーザー等の実験機器等の調達方法はどのようになっているのか。
買い物システムでＣＥＲNの契約で購
入できる。アカウントを作っておく。

論文提出要
領

3-4-1 それぞれの受入れ身分の方の論文提出要領はあるのか。

なし。
アーカイブ論文サービス：サーバーか
らCＥＲＮのプレプリントとして入れて
雑誌に投稿している。コラボレーショ
ンがジャーナルとやりとりしている。

JAEA-Review 2011-005

- 17 -



会議等への
出席（権利、
義務）

3-5-1
それぞれの受入れ身分の方の会議等への出席にかかる権利と義務はある
のか。

それぞれの実験、個人条件により決
まる。アトラスにおいては全体で約２０
００人の規模で、その中に各研究者
の面倒をみるグループが設置されて
いる。
各国、各グループ間のコラボレーショ
ンの立場からも、それぞれの会議に
おいて不公平の内容に調整を行って
いる。

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞルー
ム等共通ｽ
ﾍﾟｰｽ

3-6-1
ミーティングルーム等の共通スペースはあるのか。
各建屋にあるのか。

各建屋にミーティングルームあり。
ユーザーもＷｅｂで予約可能。

研究指導 3-7-1
それぞれの受入れ身分の方に対する研究指導はどのような体制で行ってい
るのか。

学生にはグループで対応。社会学的
考慮のもとに個々のグループで対
応。

周辺環境

宿泊施設、住
居（自己運
営、契約、斡
旋：以下同）

4-1-1

住居や宿舎を借りる際に斡旋を行っているが、どのような運用を行っている
のか（スイスに立地するのHOSTEL３棟の運営及びアパートの借り上げにつ
いてはCERNが行っているようであるが、年間の運営に要する費用はどのく
らいか）。

短期用のホステルBldg.38,39,41が敷
地内にある。2か月前から受付てい
る。英語で良い。共同キッチンが各階
にある。独立採算制、建物はＣＥＲＮ
で供給するがＧＳ部門が経営してい
る。１泊55CHF。短期ユーザーは利用
している。満杯状態である。E-mailで
登録（半日で返答）。クレジットカード
使用可。ほとんど話さないで泊まれ
る。受付は平日7：30-19：30、土日9：
00-13：00.それ以外の時間は、守衛
所で鍵を受取る。ホステル39とオフィ
スBldg.40はスイスが寄付した。（地元
利益があるため）

4-1-2
日本では、各国からの研究者が宿舎（住宅）を借りる際に、しばしばトラブル
（ニオイ、騒音、金銭面）が起きることがある。研究者が宿舎（住居）を借りる
際に問題が起きたりしていないか。仲介は行っているか。

アパートは家賃約８万から１０万。ハ
ウジングオフィス（Bldg.39)から情報
（民間のアパート）をもらい大家に連
絡をする。交渉は自分で行う。HPにも
情報が掲載されている。週２回アップ
デートされる。セルンが借り上げてい
るアパートもある。
HP上にセルンマーケットがあり、ア
パート捜し、家具類の売買が行われ
ている。

4-1-3

日本では、欧米諸国に比べて言語の違いから生活の様々な手続が複雑で
あるため、日本人のスタッフが研究者に随行して銀行口座開設、電気・ガス・
水道等の手続を行っている。CERNでは、HPに各申し込み先が掲載されてい
るが、研究者から要望などはないか。

Ｗｅｂに情報をのせている。自分で対
応する。困った時のサポートはやって
くれる。日本人会はない。日本人６０-
８０人常駐。１００人登録、年間２００
人ぐらい利用。

子弟教育（託
児所、幼稚
園、小中学
校）

4-2-1

世界各国・地域からの研究者の子弟に対して、学校の斡旋などは行ってい
るのか。HPには地元の学校の情報しかないようだが、国際学校などの整備
状況は（ＥＵ圏内又は米国以外のアジア・中東などの国からの生徒の構成
比はどうなっているか）。

ジュネーブには国際学校あり、授業
料が高い。ローカル的には、普通の
小学校。フランス語の授業。

4-2-2
（国際学校があるとすれば、それぞれの国に対応したプログラム（母国語で
の授業、母国の歴史・文化に関する）やメンタルヘルスケア（子弟が学校に
なじめているか）などはあるか）。

日本語学校：土曜日あり

4-2-3
（国際学校があるとすれば、世界各国・地域からのユーザーの子弟に食事
に対する禁忌がある場合の対応は（特別メニューなどを用意しているの
か）。

なし。

食堂 4-3-1 食堂メニューの言語はどのようになっているか。 フランス語、英語

4-3-2

食堂メニューは多文化に対応（ムスリム向け、菜食主義者に配慮したメ
ニューなどがあるか）しているか。同様に売店や地域の商店では、多文化、
宗教に対応したものが用意（ムスリムやユダヤ教徒など向けへの商品等が
あるか）されているか。

食堂は2つあり、バリエーションがあ
る。

福利厚生施
設

4-4-1
福利厚生施設にはどのようなものがあるか。
また、どのような受入れ身分の方でも利用できるのか。
案内はどのように行っているのか。

ローカルで用意したものを利用してい
る。スポーツセンター、地元のクラブ。
ウーメンズクラブ（ユーザーの奥さん）
の語学研修等。

各種案内及
び斡旋

4-5-1
地域の衣食住の情報は、どのように地域からもらい、ユーザー等に案内して
いるのか。また斡旋をしているのか。

Ｗｅｂサイトから入手する。

4-5-2
地域のイベント情報も、どのように地域から情報をもらい、ユーザー等に案
内しているのか。また斡旋しているのか。

Ｗｅｂサイトから入手する。
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4-5-3 観光情報の案内等を行っているのか。
旅行会社がＣＥＲＮの中に入ってい
る。出張の時やプライベートで利用。

4-5-4 会話学校等の案内等は行っているのか。
Ｗｅｂでの掲載。リンク。食堂の掲示
板等利用。

緊急時対応 4-6-1
事故等が起こった時の緊急時対応、周知方法、（構内放送の言語を含む）、
自治体、大使館への対応はどのように行っているのか。

構内放送なし。ＣＥＲＮのモバイルで
一斉に知らせることはない。
かつて、日本人の大学生が死亡した
ときは、救急隊が対応し、領事館に
は、周りの人が知らせた。

4-6-2
所内での事故などに関しては連絡体制がHPに掲載されていたが、テロや大
規模な災害が起きた際の特別なサポートなどはあるか。

救急隊が面倒を見てくれる。

地域との連
携、広報など

5-1 地域との連携、広報はどうなっているのか。

大きなプロジェクトにはパンフレットを
作成。土曜日にツアーを開いたり、
オープンデイを設けたり、アウトリーチ
を行っている。
レマン湖の花火に提供。ジュネーブの
放送にのったりしている。

5-2
各国の研究者及びその家族は、地域社会に溶け込んでいるか。地域と連携
した世界各国・地域からの研究者及びその家族に対する特別なサポート体
制若しくは地域コミュニティとの交流の機会はあるか。

フランス語を話せない外国人として、
違和感なく、普通に接してくれる。

施設公開 6-1
地域住民等の理解を得るための取り組みとして何か実施しているのか、施
設公開等は行っているのか。

オープンデーを行っている。
ＣＥＲＮはバスの終点なので皆知って
いる。

見学者や視
察者対応の
方法

7-1 見学者や視察者の対応方法はどのようになっているのか。

見学者、要人対応は、ＶＩＰオフィス
（3-4人）へ申し込む。現場はＶＩＰオ
フィスからのＥ－ＭＡＩＬ一本で従うこと
になっている。
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大項目 番号 項目 記入欄

運営 1-1
託児所の職員、先生は何人なのか。年間予算はどれくらいか。国、自治体
からの補助もあるのか。使用言語は何か。

スタッフ27名。
約1.500.000CHF。
CERNと職員組合からの補助が
ある。使用言語はフランス語。

入園時期 2-1 入園時期は決まっているのか。
次年度の入園登録は毎年3月始
め。

対象者 3-1 保育施設等はＥＵ圏外からの研究者の子弟も預けることは可能か。
はい。世界中からの子供を受け
入れている。

3-2 何歳から預かっているのか。

託児所は2歳、幼稚園は2歳半か
ら。スタッフは数ヶ国語を話す。意
思疎通のために言葉はまだ不必
要。

3-3 CERN以外の地域の子弟も預かっているのか。
可能な限りどこからでも。CERN
関係者に優先権がある。

3-4 学童保育はあるのか。 いいえ、そのような施設はない。

3-5 待機児童はいるのか。 現在5名いる。

一時保育 4-1
短期でも預かっているのか。見学者の子弟、時間での預かりは行っている
のか。

この点については託児所で児童
を半日預かっている。

時間 5-1 何時から何時まで預かっているのか。
託児所は8：30から12：00まで、幼
稚園は8：00から12：15、1：30から
5：45まで。

病気対応 6-1
子弟が熱を出したとかの対応はどのようにしているのか。
病理保育も行っているのか。

基本的に病気の子供は自宅にい
ることになっている。

保育料 7-1 保育料はどれくらいかかるのか。
半日預かりで月660CHF、1日預
かりで1320CHF。

食事 8-1
世界各国・地域からのユーザーの子弟に食事に対する禁忌がある場合の
対応は（特別メニューなどを用意しているのか）。

今のところ特別メニューは無い。
医師の指示が無い限り全児童が
同じものを食べる。

送迎 9-1 バスなどの送迎も行っているのか。
保護者が児童を連れてくることに
なっている。

保護者への
対応

10-1 育児相談など行っているのか。
地域の保育援助の情報を保護者
に提供している。

調査項目表（CERN託児所）
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大項目 小項目 番号 項目 記入欄

国際戦略
継続的な投
資戦略

1-1
研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、継続的な投資戦略の
ために行っていること（施設のスペックアップ、新規施設の建設等）はあるの
か。

7極が協力して、研究開発を進めるほか、IOとしてはスタッフがこ
の地域に定着してくれることを望んでおり、そのために今後ス
タッフの生活が充実するように生活環境のさらなる向上を図って
いきたい。

国際協力の
活用等

1-2
研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、プレゼンの維持、アッ
プのための手段として国際協力を有効活用しているような例はあるのか。

-

受入れ・管理
（人事、安
全、情報、セ
キュリティ）

職員構成 2-1-1
職員の構成はどうなっているか。
（ＥＵ圏内又は米国以外のアジア・中東などの国からの職員の構成比はど
うなっているか）

ITERを構成する7極より約550名程度の職員が現在勤務してい
る。
2010年2月末で、専門職員298名、支援職員153名、計451名。
2009年12月末で、専門職員の内訳：欧州60％、日本8％、米国
8％、ロシア7％、韓国7％、中国6％、インド5％。

受入れ身分
の種類

2-2-1

原子力機構では、職員以外にも客員教授や研修生などの形で、世界各国・
地域からの研究者の受け入れを行っている。貴研究所では、各国からの研
究者の受け入れについてどのような制度があるか。また、それぞれの制度
ではEU圏内からの研究者の受け入れと比べて受け入れ条件などの違いな
どはあるか。

各参加極はVisiting ResearcherをITER機構に派遣可能。派遣経
費は派遣元が負担。また、モナコ・ITERポスドクフェローシップ制
度があり、各参加極から博士課程修了研究者を5名受け入れて
いる（期間は2年。ITER機構職員として待遇）。

2-2-2
外国人研究者を受け入れる際、ＮＰＴ未加盟国、国連制裁対象国等の国籍
を有する研究者の受入れに対して制約は何もないのか。

ITER参加7極に対する区別はない。

受入れ窓口 2-3-1
世界各国・地域からの研究者の受け入れのサポートを行う部署があると聞
いているが、どのようなサポートを行っているか。また、その規模（スタッフ
の数、年間予算）はどのくらいか。

ウェルカムオフィスチームが各極からのスタッフ（IOスタッフ、IO
及び国内機関（DA）の下請け業者スタッフ、研修生等が対象）の
受入れサポートを行っている。チームは6名で構成されており、1
名がフランス語プログラム担当している。予算はフランス政府
（CEA、教育省）より拠出されており、合計で200万ユーロ/年（人
件費、サービス経費を含む）である。

2-3-2 外国人研究者のサポート体制で課題となっていることはないか。

今後、下請け業者も含めて今後さらなる増員が予想されている。
ウェルカムオフィスでは、スタッフから問い合わせがあればできる
限り早く対応できるように努力しているが、6名での対応のため
十分ではなく遅れてしまうこともある。今後は、さらに迅速にそし
てきめ細やかなサービスが提供できるようにシステムなどを改善
していきたい。なお、現在はITER本部及びCEAカダラッシュにそ
れぞれ人員が分かれているが、今後予定地の建設が進み、ス
タッフが一か所に集まればサービス向上が図れる部分もあるだ
ろう。

2-3-3
受入れ窓口等に寄せられた要望、課題についての取り扱いは（各部署と協
議し、その後の運営に反映させているか）。

ウェルカムオフィスが個別に対応している。

2-3-4

受け入れの際、対外手続（ビザ取得）等のサポートは行っているか、行って
いるのであれば、サポートを行う部署が代行しているのか。
英国（ＥＵ圏外）等の受け入れ対象者以外の家族等のビザ取得（在留資格
取得）の際、身元保証は研究所が行っているのか。それとも、個人の厚意
によって保証人になっているのか。

EU圏外からの受入の場合、ウェルカムオフィスから「Security
file」が送付されるので、それに必要事項を記入し、必要書類と
共に返送する。その後、「Invitation letter」が送付されるので、大
使館等にビザ申請手続きを行い、「ITER visa」を取得する。

受入れ手引
き書類

2-4-1 それぞれの身分の方を受入れる手引書類等は整備されているのか。
ITERウェルカムオフィスのHP
（http://www.itercad.org/welcome.php）に掲載

オリエンテー
ション

2-5-1
オリエンテーションはどのような内容でどれくらいの時間行っているのか、
STAFFは何人で対応しているのか、またどれくらいの人を受け入れている
のか。

ITERスタッフとその配偶者は着任後、ウェルカムセミナーという
オリエンテーションに参加し、安全、保険、医療、地域の支援団
体、文化的活動、ウェルカムオフィスの内容などについて説明を
受ける。2008年10月から約600名がウェルカムセミナーを受け
た。

安全管理 2-6-1
各国・地域からの研究者に対して、入所にあたっての安全研修(放射線取
扱安全講習など）はあるか。

上記オリエンテーションの一環で実施。入所後、1.5ヵ月内には
実施。今後は、半年に一回に集約予定。

権利、義務 2-7-1
受入れ身分により権利や義務に差異はあるのか。明文化されたものがある
のか。

ITER機構職員規則。

各種保険 2-8-1 ユーザー等の傷害保険、損害賠償保険は契約条項等に入っているのか。
ITER機構職員には、年金、医療保険、生命保険及び就労不能
保険の制度がある。

組合加入の
可否

2-9-1
労組はあるか。それぞれの受入れ身分の方は、組合にどれくらいの割合で
加入しているのか。

職員コミッティが存在する。

健康管理 2-10-1 短期の受け入れ者、研修生等の健康診断は行っているのか。 短期の受け入れ者には健康診断は実施していない。

2-10-2

英国人（フランス人）とその他の国々から研究者に対して医療・福祉面での
違いはあるか（研究者（又はその家族）が病気になった場合のサポートは。
また、無料で健康診断や診察をしてもらえる診療所などのサービスがある
か）。

参加極によって医療福祉面での違いはない。無料の診療所はな
い。

2-10-3
メンタルヘルスケアのサポートは行っているか。大学のチューター制度のよ
うなものはあるか。

メンタルヘルスケアはなし。新任者に対する支援プログラム
（buddy partner program）を充実していく予定。

被曝 2-11-1
被曝管理について、それぞれの受入れ身分の方と職員とでは差異はない
のか。

現時点では、管理区域なし。

情報管理 2-12-1
それぞれの受入れ身分に応じた情報管理はどのように行っているか。
手引き、教育、コンプライアンス教育、機器の管理、持ち出し・持ち込み時の
対策、USBメモリー等の管理。

短期の受け入れ者（出張者含む）には、パソコン類の持込みは、
ゲートにおいて入構手続時に申請を行い、チェックを受けた上で
持ち込みを行う。

2-12-2 受入れ身分に応じてどのようなアクセス権限を与えているのか。
正式職員以外は、イントラネットに接続できず、ゲスト用のネット
ワークを利用。

知財管理 2-13-1
受入れ身分に応じて、特許、発明等、知的財産の管理はどのようにしてい
るのか。

ITER協定に定められた知的財産の管理規則に従う。

立ち入り禁止
区域設定

2-14-1 受入れ身分に応じて、立ち入り禁止区域の設定はあるのか。 -

研究環境整
備

居室、実験
室、計算機利
用

3-1-1
それぞれの受入れ身分で、居室、実験室、計算機利用はどのように割り振
られているのか。

受け入れ身分による居室など区別は特にない。

付録２　調査項目表（ITER用）※CEAカダラッシュを含む
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図書館利用 3-2-1
図書館の利用時間はどのようになっているか。
それぞれの受入れ身分でも図書館利用は可能か、制限はないのか。
また、利用状況はどうなっているのか。

ITER機構内の一室に図書室（資料室）があり、利用可能。
就業時間中（およそ9：00-12：00，13：30-16：30）に利用可能

実験機器の
調達

3-3-1 ユーザー等の実験機器等の調達方法はどのようになっているのか。 -

論文提出要
領

3-4-1 それぞれの受入れ身分の方の論文提出要領はあるのか。 ケースバイケースで対応。

会議等への
出席（権利、
義務）

3-5-1
それぞれの受入れ身分の方の会議等への出席にかかる権利と義務はある
のか。

-

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞルー
ム等共通ｽ
ﾍﾟｰｽ

3-6-1
ミーティングルーム等の共通スペースはあるのか。
各建屋にあるのか。

各建屋にミーティングルームがある。また、各建屋に飲み物自販
機とフリースペースがある。

研究指導 3-7-1
それぞれの受入れ身分の方に対する研究指導はどのような体制で行って
いるのか。

-

周辺環境

宿泊施設、住
居（自己運
営、契約、斡
旋：以下同）

4-1-1

住居を借りたり、購入する際のあっせんを行っているか。また、車の購入な
どに関してはサポートなどはあるか。いずれも、もしあるならその方法は
（あっせん又は研究者同士の情報交換のためのスペース、掲示板等の設
置等）。

家探し、契約、電気ガスの手続きまで面倒見る。役所から毎週
火曜日に人が来て、手続きをしてくれる。2006年の設立時から
1,200人以上の方のサポート実績がある。

4-1-2
各国からの研究者に対する研究所の宿舎（短期・長期者用）を所有してい
るか。所有していた場合、その規模は。

なし。

4-1-3
日本では、各国からの研究者が宿舎（住宅）を借りる際に、しばしばトラブ
ル（ニオイ、騒音、金銭面）が起きることがある。研究者が宿舎（住居）を借
りる際に問題が起きたりしていないか。仲介は行っているか。

当地（フランス）では、水周りのトラブルはあり。

4-1-4

日本では、欧米諸国に比べて言語の違いから生活の様々な手続が複雑で
あるため、日本人のスタッフが研究者に随行して銀行口座開設、電気・ガ
ス・水道等の手続を行っているが、貴研究所ではそのようなサポートは行っ
ているのか。または、各国からの研究者に対して生活の手引きなどは用意
しているか。

家探し、契約、電気ガスの手続きまで面倒見る。役所から毎週
火曜日に人が来て、手続きをしてくれる。2006年の設立時から
1,200人以上の方のサポート実績がある。

子弟教育（託
児所、幼稚
園、小中学
校）

4-2-1
保育施設（託児所等）は整備されているか（英国（フランス）からの研究者の
子弟も預けることは可能か、語学の対応はどうか）。

保育園では3歳児から5歳児まで預けることができ（7極すべてに
対応）、最初の2年間は週24時間のうち半分を母国語、半分をフ
ランス語によって教育を受ける。3年目では、各教科のうち1日2
時間以上はフランス語での授業を受けることが義務づけられる。

4-2-2
世界各国・地域からの研究者の子弟に対して、学校のあっせんなどは行っ
ているのか。国際学校などの整備状況は（英国（フランスj）以外のアジア・
中東などの国からの生徒の構成比はどうなっているか）。

ITERスタッフのためのインターナショナルスクールがマノスクにあ
る。国際学校はITERを構成する７極に合わせ７つのセクションに
分かれており、保育園から高校まで対応している。言語は、英・
独・伊・西・日・中・ヒンディー・ロシアが対応可能である。また、オ
ンデマンドによるSchool Transport のサービスもウェルカムオ
フィスが提供している。

4-2-3
（それぞれの国に対応したプログラム（母国語での授業、母国の歴史・文化
に関する）やメンタルヘルスケア（子弟が学校になじめているか）などはある
か）

（ITERのスタッフとその家族向けに）
フランス語プログラムがあり、カダラッシュ、エクスアンプロバンス
にて行われている。退勤後に参加できるよう、夜のコースもあ
る。人数制限等はなく、最低限のレベル（C1）までは無償であ
る。

4-2-4
（世界各国・地域からのユーザーの子弟に食事に対する禁忌がある場合の
対応は（特別メニューなどを用意しているのか）

10歳までの子供たち（保育園児及び小学校低学年生）には、給
食業者によってそれぞれに応じた食事が提供される。小学生中
学年以上については、食堂を利用していて選択肢もある。

食堂 4-3-1 食堂メニューの言語はどのようになっているか。 フランス語のみ

4-3-2

食堂メニューは多文化に対応（ムスリム向け、菜食主義者に配慮したメ
ニューなどがあるか）しているか。同様に売店や地域の商店では、多文化、
宗教に対応したものが用意（ムスリムやユダヤ教徒など向けへの商品等が
あるか）されているか。

（赴任者の知る範囲では）なし。

福利厚生施
設

4-4-1
福利厚生施設にはどのようなものがあるか。
また、どのような受入れ身分の方でも利用できるのか。
案内はどのように行っているのか。

CEA/Cadarache のスポーツ施設が利用可能。

各種案内及
び斡旋

4-5-1
地域の衣食住の情報は、どのように地域からもらい、ユーザー等に案内し
ているのか。また斡旋をしているのか。

ウェルカムオフィスが各地域の情報を集め、HPに公開している。
また、必要最低限の情報（警察、病院等）については、ペーパー
にまとめて新任者へ提供している。

4-5-2
地域のイベント情報も、どのように地域から情報をもらい、ユーザー等に案
内しているのか。また斡旋しているのか。

オリエンテーションの際に、各人からメールアドレスを聞き、メー
リングリストにて各イベント情報等を提供している。

4-5-3 観光情報の案内等を行っているのか。
各地域の情報を提供している他、Curtural　Prograｍme　として
カダラッシュ周辺の6つの地域を対象にショートトリップを2007年
より企画し、これまで18回、計約420名の参加者があった。

4-5-4 会話学校等の案内等は行っているのか。 ITERとその家族向けに提供している。

緊急時対応 4-6-1
事故等が起こった時の緊急時対応、周知方法、（構内放送の言語を含
む）、自治体への対応はどのように行っているのか。

緊急時対応の要領が整備されている。

4-6-2
所内での事故、テロや大規模な災害が起きた際の特別なサポートなどはあ
るか。

緊急時対応の要領が整備されている。

地域との連
携、広報など

5-1 地域との連携、広報はどうなっているのか。

機構長あるいはその代理者が参加する定期的な会合があり。ま
た、フランスの全ての原子力施設にはLocal Information
Commissionがあり、その場でも地域社会に対し、ITER計画に関
する情報を紹介している。

JAEA-Review 2011-005

- 22 -



5-2

各国の研究者及びその家族は、地域社会に溶け込んでいるか。地域と連
携した世界各国・地域からの研究者及びその家族に対する特別なサポート
体制若しくは地域コミュニティとの交流の機会（交流協会などの組織）はあ
るか。また、各国からの研究者に対して、自分たちの文化を教えるイベン
ト、若しくは各国からの研究者による各々の文化を紹介するイベントなどは
あるか。

もともとカダラッシュ周辺（エクサンプロバンス、マノスク）では、外
国人に対しては決して寛容ではなかったようであるが、近年、理
解活動などを進めることにより、徐々に溶け込みやすい環境に
なってきている。異文化ワークショップ、異文化セミナーなどを開
催し交流を深めると共に、IOとしては、スタッフの定住化を目標
にサービスを拡大を図っていきたい。また、地域の大学の教師
の受入れ、研修生の受入れ等を行っている。

施設公開 6-1
地域住民等の理解を得るための取り組みとして何か実施しているのか、施
設公開等は行っているのか。

カダラッシュ地域及び周辺地域において、定期的な会合を開き、
カダラッシュでは村長を招待し意思疎通を図っている。

見学者や視
察者対応の
方法

7-1 見学者や視察者の対応方法はどのようになっているのか。 ITER機構広報およびITERフランスが窓口。
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大項目 小項目 番号 項目 記入欄

国際戦略
継続的な投
資戦略

1-1
研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、継続
的な投資戦略のために行っていること（施設のスペックアッ
プ、新規施設の建設等）はあるのか。

建設中の2nd target stationの資
金約二億ポンドには、UK政府の
他にスペイン、イタリア、オランダ
の協力がある。他にも新しい投
資戦略がある。科学の変化ととも
に計画に沿って１，２年で機器を
新しくする継続的な投資戦略を
生み出したことが成功につながっ
た。

国際協力の
活用等

1-2
研究所の国際的な価値を上げるための戦略として、プレゼ
ンの維持、アップのための手段として国際協力を有効活用
しているような例はあるのか。

国際協力は必須。実際に2nd
target stationの費用の約半分は
協力国スペイン、イタリア、オラン
ダからの資金。他にもオーストラ
リア、米国などとの協力がある。

受入れ・管理
（人事、安
全、情報、セ
キュリティ）

職員構成 2-1-1
職員の構成はどうなっているか。
（ＥＵ圏内又は米国以外のアジア・中東などの国からの職
員の構成比はどうなっているか）

科学スタッフは時期により様々な
国から来ている。中東からの受
入れはない。

受入れ身分
の種類

2-2-1

原子力機構では、職員以外にも客員教授や研修生などの
形で、世界各国・地域からの研究者の受け入れを行ってい
る。貴研究所では、各国からの研究者の受け入れについ
てどのような制度があるか。また、それぞれの制度ではEU
圏内からの研究者の受け入れと比べて受け入れ条件など
の違いなどはあるか。

ビジターは様々なプログラムを利
用してきている。たとえばカナダ
の2ヶ月のプログラムやイスラエ
ルの1年のプログラムなど。

2-2-2
外国人研究者を受け入れる際、ＮＰＴ未加盟国、国連制裁
対象国等の国籍を有する研究者の受入れに対して制約は
何もないのか。

場合に応じてnuclear issueに関
連して制限を設けることもある。
特定の国からの短期ビジターの
受け入れの際には外交機関から
の許可が必要。

受入れ窓口 2-3-1

世界各国・地域からの研究者の受け入れのサポートを行う
部署があると聞いているが、どのようなサポートを行ってい
るか。また、その規模（スタッフの数、年間予算）はどのくら
いか。

スタッフ4名、予算は不明。

2-3-2
外国人研究者のサポート体制で課題となっていることはな
いか。

何も問題ない。たまに難問があっ
てもすぐに解決する。

2-3-3
受入れ窓口等に寄せられた要望、課題についての取り扱
いは。（各部署と協議し、その後の運営に反映させている
か）。

-

2-3-4

受け入れの際、対外手続（ビザ取得）等のサポートは行っ
ているか、行っているのであれば、サポートを行う部署が
代行しているのか。
英国（ＥＵ圏外）等の受け入れ対象者以外の家族等のビザ
取得（在留資格取得）の際、身元保証は研究所が行ってい
るのか。それとも、個人の厚意によって保証人になってい
るのか。

受け入れを証明する書類を発行
して研究者に送っている。家族へ
のサポートは国籍により要件が
異なりケースバイケースで行って
いる。

受入れ手引
き書類

2-4-1
それぞれの身分の方を受入れる手引書類等は整備されて
いるのか。

特定の印刷物は作っていない。
ビジターやユーザーに分からな
いことや問題などあれば、じかに
ユーザーオフィスとコンタクトをと
る。

オリエンテー
ション

2-5-1
オリエンテーションはどのような内容でどれくらいの時間
行っているのか、STAFFは何人で対応しているのか、また
どれくらいの人を受け入れているのか。

現場に入るスタッフは火事の対
処など基本的な点を教わる。3ヶ
月以上の場合、他の職員と同じ
安全研修を行う。

付録３　調査項目表（RAL）
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安全管理 2-6-1
各国・地域からの研究者に対して、入所にあたっての安全
研修(放射線取扱安全講習など）はあるか。

放射線バッジをつける。安全イン
ストラクションはホームページに
掲載。

権利、義務 2-7-1
受入れ身分により権利や義務に差異はあるのか。明文化さ
れたものがあるのか。

所得税の納税義務はある。

各種保険 2-8-1
ユーザー等の傷害保険、損害賠償保険は契約条項等に
入っているのか。

RALではなく各自がかけている。

組合加入の
可否

2-9-1
労組はあるか。それぞれの受入れ身分の方は、組合にどれ
くらいの割合で加入しているのか。

あるが組合員は職員のみ。

健康管理 2-10-1
短期の受け入れ者、研修生等の健康診断は行っているの
か。

スタッフには行うが、ユーザーー
やビジターには通常行わない。入
るときにフルの健康診断を受けな
いといけない。

2-10-2

英国人（フランス人）とその他の国々から研究者に対して医
療・福祉面での違いはあるか（研究者（又はその家族）が病
気になった場合のサポートは、また、無料で健康診断や診
察をしてもらえる診療所などのサービスがあるか）

英国民は医療、福祉サービスを
受けられるが、EU外の外国人
は、英国民と条件は同じではない
と思う。たとえば救急医療は（無
料）で受けられるが、その後の治
療費は請求されるだろう。

2-10-3
メンタルヘルスケアのサポートは行っているか。大学の
チューター制度のようなものはあるか。

カウンセリングサービスは職員に
はあるが、ビジターには無い。もし
メンタル上のトラブルが職場であ
れば対処するつもりである。

被曝 2-11-1
被曝管理について、それぞれの受入れ身分の方と職員とで
は差異はないのか。

（放射線の）リミットはスタッフもビ
ジターにも変わりはない。

情報管理 2-12-1

それぞれの受入れ身分に応じた情報管理はどのように行っ
ているか。
手引き、教育、コンプライアンス教育、機器の管理、持ち出
し・持ち込み時の対策、USBメモリー等の管理。

膨大な分量のガイドラインがあ
り、アクセス権のある者は読まな
くてはならない。

2-12-2
受入れ身分に応じてどのようなアクセス権限を与えている
のか。

受入れ身分での区別はない

知財管理 2-13-1
受入れ身分に応じて、特許、発明等、知的財産の管理はど
のようにしているのか。

個々のプロジェクト契約の知財条
項で拘束している場合もあるかも
しれない。特許は４年の期間に限
定されている。

立ち入り禁止
区域設定

2-14-1 受入れ身分に応じて、立ち入り禁止区域の設定はあるのか ない。

研究環境整
備

居室、実験
室、計算機利
用

3-1-1
それぞれの受入れ身分で、居室、実験室、計算機利用はど
のように割り振られているのか

ビジター用居室を割り当てようとし
ているところ。ｺﾝﾋﾟｭｰﾀｰにはアク
セスできる。

図書館利用 3-2-1

図書館の利用時間はどのようになっているか
それぞれの受入れ身分でも図書館利用は可能か、制限は
ないのか
また、利用状況はどうなっているのか

仕事の時間と同時に開館、　終業
時間後も利用できる。ビジターも
利用できる。

実験機器の
調達

3-3-1
ユーザー等の実験機器等の調達方法はどのようになってい
るのか

proposal systemでサイエンティス
トが審査する。セーフティー手続
きを経ることで機器の持ち込みも
可能。

論文提出要
領

3-4-1 それぞれの受入れ身分の方の論文提出要領はあるのか -

会議等への
出席（権利、
義務）

3-5-1
それぞれの受入れ身分の方の会議等への出席にかかる権
利と義務はあるのか

-

ﾐｰﾃｨﾝｸﾞルー
ム等共通ｽ
ﾍﾟｰｽ

3-6-1
ミーティングルーム等の共通スペースはあるのか
各建屋にあるのか

会議室が15、コーヒールームなど
もある。

研究指導 3-7-1
それぞれの受入れ身分の方に対する研究指導はどのよう
な体制で行っているのか

受入れ研究所が行っている。
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周辺環境

宿泊施設、住
居（自己運
営、契約、斡
旋：以下同）

4-1-1

住居を借りたり、購入する際のあっせんを行っているか。ま
た、車の購入などに関してはサポートなどはあるか。いずれ
も、もしあるならその方法は（あっせん又は研究者同士の情
報交換のためのスペース、掲示板等の設置等）。

本人が口座を開設していない場
合など、状況により行っている。
借り上げたアパートを又貸しする
形式もある。ネットでの情報提供
は行っていない。車に関してはサ
ポートなし。

4-1-2
各国からの研究者に対する研究所の宿舎（短期・長期者
用）を所有しているか。所有していた場合、その規模は。

60部屋が短期滞在者用がある。
部屋数は合計で120まで増える予
定。

4-1-3

日本では、各国からの研究者が宿舎（住宅）を借りる際に、
しばしばトラブル（ニオイ、騒音、金銭面）が起きることがあ
る。研究者が宿舎（住居）を借りる際に問題が起きたりして
いないか。仲介は行っているか。

契約上の義務に反するときは、警
察が呼ばれるだろう。

4-1-4

日本では、欧米諸国に比べて言語の違いから生活の様々
な手続が複雑であるため、日本人のスタッフが研究者に随
行して銀行口座開設、電気・ガス・水道等の手続を行ってい
るが、貴研究所ではそのようなサポートは行っているのか。
または、各国からの研究者に対して生活の手引きなどは用
意しているか

問題があればサポートする。ただ
し、最近は口座開設はパスポート
やインビテーションの提示です
み、レファレンスは求められない。

子弟教育（託
児所、幼稚
園、小中学
校）

4-2-1
保育施設（託児所等）は整備されているか（英国（フランス）
からの研究者の子弟も預けることは可能か、語学の対応は
どうか）

職員の子弟のみ預かる。

4-2-2

世界各国・地域からの研究者の子弟に対して、学校のあっ
せんなどは行っているのか。国際学校などの整備状況は
（英国（フランス）以外のアジア・中東などの国からの生徒の
構成比はどうなっているか）。

-

4-2-3
（それぞれの国に対応したプログラム（母国語での授業、母
国の歴史・文化に関する）やメンタルヘルスケア（子弟が学
校になじめているか）などはあるか）

-

4-2-4
（世界各国・地域からのユーザーの子弟に食事に対する禁
忌がある場合の対応は（特別メニューなどを用意しているの
か）

-

食堂 4-3-1 食堂メニューの言語はどのようになっているか。 英語のみ

4-3-2

食堂メニューは多文化に対応（ムスリム向け、菜食主義者
に配慮したメニューなどがあるか）しているか。同様に売店
や地域の商店では、多文化、宗教に対応したものが用意
（ムスリムやユダヤ教徒など向けへの商品等があるか）され
ているか。

ベジタリアン用はある。宗教文化
に配慮した特別メニューは無いと
思う。

福利厚生施
設

4-4-1
福利厚生施設にはどのようなものがあるか。
また、どのような受入れ身分の方でも利用できるのか。
案内はどのように行っているのか。

スポーツ施設、クラブ活動に参加
できる。

各種案内及
び斡旋

4-5-1
地域の衣食住の情報は、どのように地域からもらい、ユー
ザー等に案内しているのか。また斡旋をしているのか。

"instrument menue"に良いパブ
などのリストをのせている。そこで
地元とのつながりができる。

4-5-2
地域のイベント情報も、どのように地域から情報をもらい、
ユーザー等に案内しているのか。また斡旋しているのか。

各方面からイベント情報をペー
パー等でもらいラック等で提示し、
自由にユーザーが情報を得られ
るようにしている。

4-5-3 観光情報の案内等を行っているのか。 行っている。

4-5-4 会話学校等の案内等は行っているのか。 ない。聞かれたら教える。

緊急時対応 4-6-1
事故等が起こった時の緊急時対応、周知方法、（構内放送
の言語を含む）、自治体への対応はどのように行っている
のか。

軽症だと健康管理部で対応。重
症だと救急車を呼ぶ。

JAEA-Review 2011-005

- 26 -



4-6-2
所内での事故、テロや大規模な災害が起きた際の特別な
サポートなどはあるか。

通常の火災装置や緊急システム
があり、ビジターも説明を受けて
いる。化学テロの際は、内部にと
どまることぬなっている。

地域との連
携、広報など

5-1 地域との連携、広報はどうなっているのか。

5-2

各国の研究者及びその家族は、地域社会に溶け込んでい
るか。地域と連携した世界各国・地域からの研究者及びそ
の家族に対する特別なサポート体制若しくは地域コミュニ
ティとの交流の機会（交流協会などの組織）はあるか。ま
た、各国からの研究者に対して、自分たちの文化を教える
イベント、若しくは各国からの研究者による各々の文化を紹
介するイベントなどはあるか。

施設公開 6-1
地域住民等の理解を得るための取り組みとして何か実施し
ているのか、施設公開等は行っているのか。

定期的に地元住民のための施設
見学日を設けている。また、最近
スタッフ＆ファミリーデイを開始
し、その日にスタッフが連れてき
た友人家族が施設見学できる。

見学者や視
察者対応の
方法

7-1 見学者や視察者の対応方法はどのようになっているのか。 -

その他 8-1

ＲＡＬの加速器施設を利用するため、日本の理研が施設と
研究者を置いているが、米国やアジア等の研究者を集め、
自らの施設・研究所の国際的なプレステージを上げることを
目的とした取り組み（広報等）などはあるか。

2nd target station建設等の施設
拡充。（科学の変化とともに計画
に沿って１，２年で機器を新しくす
る継続的な投資戦略。）広報とし
てのＨＰの充実。

8-2
外国からの研究者受入れに関して、これを容易にするため
の行政との意見交換、タイアップした取組等を行っているか

特に無い。

地域コミュニティーを対象としたさ
まざまなＰＲ活動を行っている。地
域の学校との作業、研究室の一
般公開、スタッフが友人や家族を
研究室に招へいする行事、地域
への科学授業や展示などがあ
る。
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写真１ (CERN) 

1 ジュネーブ コルナバン駅（CERN） 

2 トラム 16 で途中バスに乗り換え、終点が

CERN。2011 年にはトラムが CERN まで通じ

る 

 

3 CERN メンバー国（２０カ国）の旗 

4 CERN 名物の科学と技術革命を表した地球 

 
5 Bldg.33（受付、常設展示場、売店） 

6 受付、売店 

 
 

付録 6 

JAEA-Review 2011-005

- 33 -



7 売店 

8 電線を利用したキーホルダー、ロゴ入りボー

ルペン等 

 

9 LHC（円周 27 ㎞、地下 100ｍ） 

10 図書館

 

11 図書館 

12 ユーザーズオフィス   
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13 ユーザーズオフィス 

14 ユーザーズオフィス 

 

15 ユーザーズオフィス 

16 ユーザーズオフィス入口の廊下に並べられ

たパソコン 

 
17 ノーベル賞受賞者の写真 

18 第１食堂(Bldg.501) 毎日オープン。

7:00-25:00 正面奥に売店、銀行、旅行代理店 
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19 第 1 食堂 

20 第 1 食堂 

 

21 第 1 食堂 

22 第 1 食堂の一角 

 

23 第 1 食堂の外 

24 第２食堂(Bldg.504) ランチのみ、土日休

み。メニュの種類が多い。 
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25 第 2 食堂 

26 第 2 食堂 

 

27 第 2 食堂 

28 第 2 食堂 

 

29 第２食堂の向こうはブドウ畑 

30 第２食堂掲示板 
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31 第 2 食堂掲示板 

32 食堂に併設されているプレイルーム 

 

33 セルン婦人クラブの幼児クラブの案内 

34 託児所、幼稚園 

 

35 幼稚園 

36 ＣＥＲＮホステル（Bldg.38）短期用 
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37 ＣＥＲＮホステル（Bldg.39）短期用 

38 ＣＥＲＮホステル（Bldg. 41）短期用 

 

39 ハウジングオフィス（平日 7：30-19：30、 

土日 9：00-13：00、それ以外は守衛所で鍵を受取る） 

40 ツインルーム 

 
41 ツインルーム 

42 シングルルーム 
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43 シングルルーム 

44 シングルルーム 

 

45 各フロアの共同キッチン 

46 各フロアの共同キッチン 

 

47 各フロアの共同キッチン 

48 ２人部屋 

 

 
 

JAEA-Review 2011-005

- 40 -



49 共同のシャワールーム 

50 共同のシャワールーム 

 

51 ATRAS ユーザーのための建屋（居室） 

Bldg.40 

52  Bldg.40 配置図 

 

53 ５階建て中央が吹き抜け 

54 １階中央の喫茶コーナー 
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55 1 階喫茶コーナー 

56 1 階喫茶コーナー 

 

57 ＣＥＲＮから検出器で貢献した企業と 

して浜松ホトニクスへ贈呈された記念盾 

58 東京大学の居室 

 

59 東京大学の居室 

60 この容器に入れておけばCERNで処分して

くれる 
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61 東京大学の入っている建屋 

62 この建屋から地下１００ｍへ加速器等を搬入した。 

 

63 各施設ごとのＩＤカード 

64 見学者用カード 

 

65 ゲート（ID カードをかざすとバーが開く） 

66 ATRAS 実験（素粒子実験）コントロール

ルーム  ３交代で常時約１３名勤務 
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67  ATRAS 実験（素粒子実験） 

コントロールルーム 

68 CERN コントロールセンター 

 

69  CERN コントロールセンター 

70  CERN コントロールセンター 

 

71  CERN コントロールセンター 

72 COMPAS 実験（原子核実験）施設 
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写真２ （ITER） 

1 ＩＴＥＲ機構 

2 警備詰所 

 

3 ITER 機構警備詰所。ITER への外部からの入構の 

際は、警備所にて受付後、パスポートを預ける。 

4 ITER 本部オフィスビル 

 

5 ＣＥＡウェルカムオフィス外観 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付録 7 
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6 ウェルカムオフィス内部 

地域情報誌等が閲覧可能な共用スペースがある。 

7 ITER 建設サイト。整地が完了し、今後ポ

ロイダル磁場建屋、トカマク建屋等の建設が開

始される。 

 
8  ITER 建設サイト 

 

9 ＩＴＥＲの模型 

 
10 ＩＴＥＲの模型 

11 サイト近くに建つシャトー。ITER 来訪者用

の宿泊施設、各種会合にも利用。 
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写真３ （RAL） 

1 ラザフォードアップルトン（ＲＡＬ） 

 2 正門ゲート（内側から見たところ） 

 
3 受付。研究所へ訪れるビジターはこちら 

で受付を行い、入構証を受け取る。 

4 受付 

 

5 受付 

6 ＩＳＩＳの建物 

 

 

付録 8 
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7 食堂 

8 食堂 

 
9 食堂 

10 食堂に設置されたＡＴＭ 

 

11 食堂 

12 
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13 幼稚園（正門の反対側） 

14 幼稚園入口 

 

15 宿泊施設 

16 宿泊施設の受付 

 

17 宿泊施設 

18  
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19 宿泊施設 

20 トイレ 

 
21 シャワールーム 

22 宿泊施設の食堂 

 

23 宿泊施設の食堂 

24 宿泊施設の食堂 
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25 宿泊施設の娯楽施設 

26 模型 

 

27 理化学研究所のミュオン施設 

28 ビジター用入構証 

 

29 建設中の２ed Target station 

30 建設中の２ed Target station 
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31 建設中の２ed Target station 

32 

 

33 

34 

 

35 

36 ＲＡＬの正門 
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　　国国際際単単位位系系（（SSII））

乗数　 接頭語 記号 乗数　 接頭語 記号

1024 ヨ タ Ｙ 10-1 デ シ d
1021 ゼ タ Ｚ 10-2 セ ン チ c
1018 エ ク サ Ｅ 10-3 ミ リ m
1015 ペ タ Ｐ 10-6 マイクロ µ
1012 テ ラ Ｔ 10-9 ナ ノ n
109 ギ ガ Ｇ 10-12 ピ コ p
106 メ ガ Ｍ 10-15 フェムト f
103 キ ロ ｋ 10-18 ア ト a
102 ヘ ク ト ｈ 10-21 ゼ プ ト z
101 デ カ da 10-24 ヨ ク ト y

表５．SI 接頭語

名称 記号 SI 単位による値

分 min 1 min=60s
時 h 1h =60 min=3600 s
日 d 1 d=24 h=86 400 s
度 ° 1°=(π/180) rad
分 ’ 1’=(1/60)°=(π/10800) rad
秒 ” 1”=(1/60)’=(π/648000) rad

ヘクタール ha 1ha=1hm2=104m2

リットル L，l 1L=11=1dm3=103cm3=10-3m3

トン t 1t=103 kg

表６．SIに属さないが、SIと併用される単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

電 子 ボ ル ト eV 1eV=1.602 176 53(14)×10-19J
ダ ル ト ン Da 1Da=1.660 538 86(28)×10-27kg
統一原子質量単位 u 1u=1 Da
天 文 単 位 ua 1ua=1.495 978 706 91(6)×1011m

表７．SIに属さないが、SIと併用される単位で、SI単位で
表される数値が実験的に得られるもの

名称 記号 SI 単位で表される数値

キ ュ リ ー Ci 1 Ci=3.7×1010Bq
レ ン ト ゲ ン R 1 R = 2.58×10-4C/kg
ラ ド rad 1 rad=1cGy=10-2Gy
レ ム rem 1 rem=1 cSv=10-2Sv
ガ ン マ γ 1γ=1 nT=10-9T
フ ェ ル ミ 1フェルミ=1 fm=10-15m
メートル系カラット 1メートル系カラット = 200 mg = 2×10-4kg
ト ル Torr 1 Torr = (101 325/760) Pa
標 準 大 気 圧 atm 1 atm = 101 325 Pa

1cal=4.1858J（｢15℃｣カロリー），4.1868J
（｢IT｣カロリー）4.184J（｢熱化学｣カロリー）

ミ ク ロ ン µ  1 µ =1µm=10-6m

表10．SIに属さないその他の単位の例

カ ロ リ ー cal

(a)SI接頭語は固有の名称と記号を持つ組立単位と組み合わせても使用できる。しかし接頭語を付した単位はもはや
　コヒーレントではない。
(b)ラジアンとステラジアンは数字の１に対する単位の特別な名称で、量についての情報をつたえるために使われる。

　実際には、使用する時には記号rad及びsrが用いられるが、習慣として組立単位としての記号である数字の１は明
　示されない。
(c)測光学ではステラジアンという名称と記号srを単位の表し方の中に、そのまま維持している。

(d)ヘルツは周期現象についてのみ、ベクレルは放射性核種の統計的過程についてのみ使用される。

(e)セルシウス度はケルビンの特別な名称で、セルシウス温度を表すために使用される。セルシウス度とケルビンの

　 単位の大きさは同一である。したがって、温度差や温度間隔を表す数値はどちらの単位で表しても同じである。

(f)放射性核種の放射能（activity referred to a radionuclide）は、しばしば誤った用語で”radioactivity”と記される。

(g)単位シーベルト（PV,2002,70,205）についてはCIPM勧告2（CI-2002）を参照。

（c）３元系のCGS単位系とSIでは直接比較できないため、等号「　　 」

　　 は対応関係を示すものである。

（a）量濃度（amount concentration）は臨床化学の分野では物質濃度

　　（substance concentration）ともよばれる。
（b）これらは無次元量あるいは次元１をもつ量であるが、そのこと
 　　を表す単位記号である数字の１は通常は表記しない。

名称 記号
SI 基本単位による

表し方

粘 度 パスカル秒 Pa s m-1 kg s-1

力 の モ ー メ ン ト ニュートンメートル N m m2 kg s-2

表 面 張 力 ニュートン毎メートル N/m kg s-2

角 速 度 ラジアン毎秒 rad/s m m-1 s-1=s-1

角 加 速 度 ラジアン毎秒毎秒 rad/s2 m m-1 s-2=s-2

熱 流 密 度 , 放 射 照 度 ワット毎平方メートル W/m2 kg s-3

熱 容 量 , エ ン ト ロ ピ ー ジュール毎ケルビン J/K m2 kg s-2 K-1

比熱容量，比エントロピー ジュール毎キログラム毎ケルビン J/(kg K) m2 s-2 K-1

比 エ ネ ル ギ ー ジュール毎キログラム J/kg m2 s-2

熱 伝 導 率 ワット毎メートル毎ケルビン W/(m K) m kg s-3 K-1

体 積 エ ネ ル ギ ー ジュール毎立方メートル J/m3 m-1 kg s-2

電 界 の 強 さ ボルト毎メートル V/m m kg s-3 A-1

電 荷 密 度 クーロン毎立方メートル C/m3 m-3 sA
表 面 電 荷 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
電 束 密 度 ， 電 気 変 位 クーロン毎平方メートル C/m2 m-2 sA
誘 電 率 ファラド毎メートル F/m m-3 kg-1 s4 A2

透 磁 率 ヘンリー毎メートル H/m m kg s-2 A-2

モ ル エ ネ ル ギ ー ジュール毎モル J/mol m2 kg s-2 mol-1

モルエントロピー, モル熱容量ジュール毎モル毎ケルビン J/(mol K) m2 kg s-2 K-1 mol-1

照射線量（Ｘ線及びγ線） クーロン毎キログラム C/kg kg-1 sA
吸 収 線 量 率 グレイ毎秒 Gy/s m2 s-3

放 射 強 度 ワット毎ステラジアン W/sr m4 m-2 kg s-3=m2 kg s-3

放 射 輝 度 ワット毎平方メートル毎ステラジアン W/(m2 sr) m2 m-2 kg s-3=kg s-3

酵 素 活 性 濃 度 カタール毎立方メートル kat/m3 m-3 s-1 mol

表４．単位の中に固有の名称と記号を含むSI組立単位の例

組立量
SI 組立単位

名称 記号
面 積 平方メートル m2

体 積 立法メートル m3

速 さ ， 速 度 メートル毎秒 m/s
加 速 度 メートル毎秒毎秒 m/s2

波 数 毎メートル m-1

密 度 ， 質 量 密 度 キログラム毎立方メートル kg/m3

面 積 密 度 キログラム毎平方メートル kg/m2

比 体 積 立方メートル毎キログラム m3/kg
電 流 密 度 アンペア毎平方メートル A/m2

磁 界 の 強 さ アンペア毎メートル A/m
量 濃 度 (a) ， 濃 度 モル毎立方メートル mol/m3

質 量 濃 度 キログラム毎立法メートル kg/m3

輝 度 カンデラ毎平方メートル cd/m2

屈 折 率 (b) （数字の）　１ 1
比 透 磁 率 (b) （数字の）　１ 1

組立量
SI 基本単位

表２．基本単位を用いて表されるSI組立単位の例

名称 記号
他のSI単位による

表し方
SI基本単位による

表し方
平 面 角 ラジアン(ｂ) rad 1（ｂ） m/m
立 体 角 ステラジアン(ｂ) sr(c) 1（ｂ） m2/m2

周 波 数 ヘルツ（ｄ） Hz s-1

力 ニュートン N m kg s-2

圧 力 , 応 力 パスカル Pa N/m2 m-1 kg s-2

エ ネ ル ギ ー , 仕 事 , 熱 量 ジュール J N m m2 kg s-2

仕 事 率 ， 工 率 ， 放 射 束 ワット W J/s m2 kg s-3

電 荷 , 電 気 量 クーロン C s A
電 位 差 （ 電 圧 ） , 起 電 力 ボルト V W/A m2 kg s-3 A-1

静 電 容 量 ファラド F C/V m-2 kg-1 s4 A2

電 気 抵 抗 オーム Ω V/A m2 kg s-3 A-2

コ ン ダ ク タ ン ス ジーメンス S A/V m-2 kg-1 s3 A2

磁 束 ウエーバ Wb Vs m2 kg s-2 A-1

磁 束 密 度 テスラ T Wb/m2 kg s-2 A-1

イ ン ダ ク タ ン ス ヘンリー H Wb/A m2 kg s-2 A-2

セ ル シ ウ ス 温 度 セルシウス度(ｅ) ℃ K
光 束 ルーメン lm cd sr(c) cd
照 度 ルクス lx lm/m2 m-2 cd
放射性核種の放射能（ ｆ ） ベクレル（ｄ） Bq s-1

吸収線量, 比エネルギー分与,
カーマ

グレイ Gy J/kg m2 s-2

線量当量, 周辺線量当量, 方向

性線量当量, 個人線量当量
シーベルト（ｇ） Sv J/kg m2 s-2

酸 素 活 性 カタール kat s-1 mol

表３．固有の名称と記号で表されるSI組立単位
SI 組立単位

組立量

名称 記号 SI 単位で表される数値

バ ー ル bar １bar=0.1MPa=100kPa=105Pa
水銀柱ミリメートル mmHg 1mmHg=133.322Pa
オングストローム Å １Å=0.1nm=100pm=10-10m
海 里 Ｍ １M=1852m
バ ー ン b １b=100fm2=(10-12cm)2=10-28m2

ノ ッ ト kn １kn=(1852/3600)m/s
ネ ー パ Np
ベ ル Ｂ

デ ジ ベ ル dB       

表８．SIに属さないが、SIと併用されるその他の単位

SI単位との数値的な関係は、
　　　　対数量の定義に依存。

名称 記号

長 さ メ ー ト ル m
質 量 キログラム kg
時 間 秒 s
電 流 ア ン ペ ア A
熱力学温度 ケ ル ビ ン K
物 質 量 モ ル mol
光 度 カ ン デ ラ cd

基本量
SI 基本単位

表１．SI 基本単位

名称 記号 SI 単位で表される数値

エ ル グ erg 1 erg=10-7 J
ダ イ ン dyn 1 dyn=10-5N
ポ ア ズ P 1 P=1 dyn s cm-2=0.1Pa s
ス ト ー ク ス St 1 St =1cm2 s-1=10-4m2 s-1

ス チ ル ブ sb 1 sb =1cd cm-2=104cd m-2

フ ォ ト ph 1 ph=1cd sr cm-2 104lx
ガ ル Gal 1 Gal =1cm s-2=10-2ms-2

マ ク ス ウ ｪ ル Mx 1 Mx = 1G cm2=10-8Wb
ガ ウ ス G 1 G =1Mx cm-2 =10-4T
エルステッド（ ｃ ） Oe 1 Oe　  (103/4π)A m-1

表９．固有の名称をもつCGS組立単位
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